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「
目

で
見

る
矢

吹
町
史

」
の
再
版

に
あ

た

っ
て

矢

吹
町

長

臼

坂

武

男

今
、

N

H
K
大

河
ド

ラ

マ

「独
眼

竜
政
宗

」

が
放
映

さ
れ

て
大

変
な

政
宗
ブ

ー

ム
で
あ

り
ま

す
が
、

「
伊
達
治

家
記

録
」

に

は
、
寛

永
十

三
年

卯
月

二
十

三

日
政

宗
が
病
躯

を

お
し
て
最
後

の
上
洛

を
敢
行

し
た

中
途

、
矢

吹

ヶ
原

に
鷹

狩

り
を
し

た
記

録

が

あ
り
ま

す
。

ま

た
、

来
年

は
芭

蕉
が

「奥

の
細
道

」

の
旅

か
ら

お
よ
そ
三

〇

〇
年

に
な
り
ま

す
。

芭
蕉

も
ま

た
矢

吹

に

】
宿

を
と
り

、
宿

帳

に
そ

の
名
を

書

き
留
め
た

こ
と
が

「曽

良
随

行

日
記
」

か
ら

も
伺

わ

れ
ま

す
。

こ
う

し
た

こ
と

か
ら
も
、

ふ

る
さ
と

の
歴
史

や
文

化
遺
産

か
ら
多

く

の
も

の
を

学
び

、

さ
ら

に
引
き
継

い
で
創
造

的

に
発

展

さ

せ
て

い
く
と

い
う

こ
と
は
、

私

た
ち

に
課

せ
ら

れ
た
責
務

で
あ

る
と
思

い
ま
す

。

昭
和

四
十

八

年

か
ら
は
じ

め
ま

し
た

「矢

吹

町
史

」
編

さ
ん
事

業
が

、
福
島

大
学

教
授

の
小

林
先

生
を

は

じ
め
町
内

外

の
執

筆

者
、

協
力

者
等

の
ご
尽
力

に
よ

っ
て

「
目
で

見

る
矢

吹
町
史

」
、

「矢

吹
町
史

」
資

料
編

三
巻

、
通

史

↓
巻

、

「資
料

所
在

収

集

目
録

」
四

冊

が
八
年
余

を
経

て
完

結
さ

れ
ま

し
た
。

関
係
者

の

こ
労
苦

に
対

し
、

改

め
て
深

く
感
謝

を
申

し

上
げ
ま

す
。

こ
の
度

の
再

版

は
、
特

に

「
図
説
」
、

「写

真
」
、

「年
表

」

に
よ

っ
て
、

わ

か
り

や
す
く
親

し

み
や
す

い

「目
で

見

る
矢

吹

町

史

」
と

い
た

し
ま

し
た

の
で

、

町
民
皆
様

の
歴

史

学
習

と
、

ふ
る

さ
と
文
化

の
掘

り

お

こ
し
を
通

し
、

生
き

生
き

と
し

た
町

づ

く

り
に
役

立

て
ば
喜
ば

し

い
限
り

で
あ

り
ま
す

。

、

再
版

で

は
、

昭
和
五

十
年

以
降

の
現
況

を
追

補
す

る
な

ど

ご
理
解

い
た

だ

け
る
資

料

と
し

'「タ

奮

て
作
成
し
ま
し
た
の
て

A
・後

の
町
政
農

の
た
め
お
心
を
お
寄
せ

い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で

あ
り
ま
す

。

再
版

に
あ

た
り

、

ご
協
力

を

い
た

だ
き
ま

し
た

関
係

各
位

に
深

く
感
謝

い
た
し
ま

し

て
、

ご
あ

い
さ

つ
と

い
た
し
ま
す

。



「目
で
見
る
矢
吹
町
史
」
の
再
版

に
よ
せ
て

矢
吹

町
教

育
委
員

会
教

育

長

円

谷

行

雄

昭

和
五

十
年

三
月

「目
で

見

る
矢

吹

町
史

」
が

多
数

の
関
係

者

の

ご
努
力

に
よ
り
初

版
刊
行

の
運
び

に
至
り

ま

し
た

こ
と
は

ご
同

慶

に
堪
え

な

い
所
で
あ

り
ま

す
。

し

か
し
、
そ

の
後

十
余
年

が
経

過

し
、
再

版
要
望

が
寄

せ
ら

れ

る
現
状

に
か

ん
が

み
、
今

回
関

係
者

と
協
議

し
補

遺

・
訂
正

の
必

要
と

あ
わ

せ
改

訂
版
を

刊
行

す

る

こ
と

に
い
た
し
ま

し
た

。

本

書

は
も
と

の

「
矢
吹
町
史

四
巻

」

を
根
拠

に
し

て
お
り
ま

す
。

し

か
し
同
書

は
、

内
容

に
含

ま

れ
て

い
る
資
料

等
が

膨
大

か

つ
、
専

門
的

な
点

も
あ

る
の
で

そ

の
中

か
ら
重
要

な
部

分
を

系
統

的

に
図
版

を
主

と
し

て
分

か
り

や
す

く

「
目
で

見

る
矢

吹

町
史

一
巻

」

に
ま

と

め

て
編
集

し

な

お
し
た

も

の
で

あ

り
ま
す

。

古

人

は
歴
史
を

鏡

と
し

て
み

て

い
ま

す
。
大

鏡
、

増
鏡

、
吾

妻

鏡
等

の
よ
う

に
歴
史

を
時
代

の
姿
を

う

つ
す

鏡

と
し

て
み
、

自

ら

を
反

省
し
向

上

改
善

の
根
拠

と
考

え
た

も

の
で

あ

り
ま

し

ょ
う
。

思

え
ば

、
矢

吹

の
遠

い
原
始

・
古
代

の
昔

か
ら
今

に
至

る
ま

で
祖

先

の
生

活

と

に
じ
み
出

る
努

力

の
跡

に
想

い
を
馳

せ
る
と

き
、

感
動

と
尊
敬

の
念
を
禁

じ
得

な

い
も

の
が
あ

り
ま
す

。
そ

の
意

味
で
も

、

わ
れ

わ
れ
は
、

貴

重
な
文

化
遺
産

を

大
事

に
取

扱

い
次
代

に
引
継

い
で

い
く
責

任

が
あ

り
ま
す

。

多

く

の
人

び
と

が

、
郷
土

の
歴
史

を

正
し

く
理
解

し

そ
れ

に
根
ざ

し
た
郷

土
愛

の
精
神

に
よ

っ
て

こ
そ
、

「
さ

わ
や

か
な
田

園

の
ま
ち
矢

吹
」

の
発
展
が
期

待

さ

れ
る
も

の
と
思

い
ま

す
。

町

史
編

さ
ん
事

業

は
、
全
国

的

に
急

激
な

地
域
開

発

に
即
応

し

て
必
要
な

措
置

と

し
て
勃
興

し

て
き

た
も

の
で
あ

り
ま
す

。



即

ち
、
地

域

開
発

に
伴

い
貴

重
な

埋
蔵
文
化
財

等

に

つ
い
て
急
速

に
そ

の
保
護

・
保

全
等

の
施
策

を

講
ず

る
必
要

に
迫

ら
れ

て

参

り
ま

し
た
。

わ

が
矢
吹

町
で

も
、

こ

の
よ
う
な

状
況

の
も
と
で
町

史

編

さ
ん
事

業

へ
の
気

運

が
高

ま
り
本
事

業

に
取

り
組

ん

だ
の
で

あ
り

ま

す
。

「事

の
成

る
は
成

る
日
に
成

る

に
非

る
な

り
」

と

い
う

こ
と
ば

が
あ
り

ま
す

が
、

長

い
時

間

を

か
け
て
、
本

格

的
な
発

見
、

調
査

活
動

が
専

門
職

と
必
要

な
組

織
を

設
置

し
、
数

多
く

の
人

員
と
五

年

間

の
年
月

を
か
け

一
応

は
終

了

い
た
し
ま

し

た
。

磯

A
.
後
も
新
事
業
等

の
発
見

調
査
に
努
め
る
と
共
に
各
位
の
協
力
に
期
待
す
、
所
で
あ
り

噸

蔑本
書

が
過

去

の
歴

史
と
祖
先

の
偉

業

を
偲

ぶ
よ
す

が
と

も
な

り
、

こ
れ
を

永

く
後
世

に
伝

え
、
昔

の

↓
宿

場

町
矢

吹
が
今
後

ま

す
ま

す
発

展

し
、
住

み
よ

い
街
と

な

る
た

め
の
資
料

と

し

て
ご
活
用

く
だ

さ

る

こ
と
を
念

願

し

て
や

み
ま

せ
ん
。



'

「
目

で
見

る
矢

吹
町

史

」
の
再
版

に
あ

た

っ
て

矢

吹
町
議

会
議

長

円

谷

正

秋

福

島

空
港

の
建

設
が
決
定

さ
れ
、

県
南

地
方

の
市
町

村

に
も
新

し

い
時
代

の
夜

明

け
が
告
げ

ら

れ
ま

し
た
。
ま

た

地
方

の
産

業

.
経
済

.
文

化
を
休

む

こ
と

な
く
運

ん
で

、

地
域

の
発

展

に
貢

献

し

て
来
た

国
鉄

矢

吹
駅
も
民

営

化

さ
れ
、
駅

開
設

百
年

を

迎

え

た
記

念
す

べ
き
年

に

「目
で

見

る
町
史

」

の
再
版

が
刊

行

さ
れ
ま

す

こ
と

は
、

誠

に
意
義

深

い
も

の
が
あ
り
ま

す

。
今

日

の
緑
豊

か
な
田
園

の
町
矢

吹

も
、

我

々
の
祖

先
が

そ
れ

ぞ
れ

の
時

代
を

背
景

に
、

困

苦
欠
乏

に
耐

え
、

迂
余

曲
折
、

創
意

工
夫

等

々
、

た

ゆ
ま

ぬ
努
力

の
中

か
ら

築
か
れ

て
来

た

も
の
で

あ
り

ま

す
。

私
た

ち

は
、
今

日

の
生

活

を
知

る
た
め

に

は
、
先

人

の
足
跡

を

た
ど
り
、

そ
し

て
歴

史
的
段

階
を

解

明
す

る

こ
と

に

よ

っ
て

幾

千
年

の
歳

月

の
経
過
を

知

る

こ
と
で
あ

り
ま

す
。

こ

の
度

の
再

版

は
、
矢
吹

町

の
歴

史
を
よ

り
実

証

的

に
、

正
確

に
町

民

に

提
供

し

て
く

れ

る
で

し

ょ
う

。

夢

.
肇

。
の
編
集

の
任
に
あ
た
ら
れ
た
方

々
の
ご
苦
労
ど
数
多
い
資
料
を
提
供
さ
れ
ま
し
た
各
位

に
心
か
ら

敬
意

を
表

し
ま

す
。
ま

た

こ
の

一
冊

に
凝
縮

さ
れ
た
貴

重

な
遺

産
を
後
世

に
伝

え
、

矢

吹
町

の
歴

史

と
し

て
今
後

の
町

づ
く
り
の
糧

と

な

る
も

の
と
信

ず

る
も
の
で
あ

り
ま

す
。



も

く

じ

「
目

で
見

る
矢

吹
町
史
」

の
再

版

に
あ

た

っ
て

矢
吹
町
長

白

坂

武

男

「
目

で
見

る
矢

吹
町
史
」

の
再

版

に
よ
せ

て

矢
吹
町
教
育
長

円

谷

行

雄

「目

で
見

る
矢

吹
町
史

」

の
再

版

に
あ
た

っ
て

矢
吹
町
議
会
議
長

円

谷

正

秋

町

民

憲

章

町

民

の

歌

矢

吹

の

歌

口

絵

（
初
版

）
発

刊

に
あ
た

っ
て

矢
吹
町
長

仲

西

藤

次

（
当
時
）

（
初
版

）

「
矢
吹

町
史
」

の
発
刊

に
よ

せ
て

矢
吹
町
教
育
長

小

林

重

孝

（
当
時
）

（
初

版
）

「
目

で
見
る
町
史

」
発

刊

に
際
し

て

矢
吹
町
議
会
議
長

井

戸

沼
俊
頴

（当
時
）

土

地

の
お

い
た
ち

一

土
地

の
形
成

二

地
形

・
地
質

三

原

始

七

一
、
旧
石
器
時

代

八

旧
石
器
時
代
の
生
活

九

二
、
縄
文
時

代

一
一

弓
矢

の
出
現

一
一

前

期

一
二

中

期

一
四

後

・
晩
期

一
五

三
、
弥
生

時
代

一
六

弥

生
時

代

の
生

活

一
七

古

代

一
九

一、
豪
族

の
誕
生

と
古

墳

二
〇

二
、
奈
良

・
平
安
時

代

の
遺

跡

二
九

中

世

四
九

一、
中
世

の
矢
吹

五
〇

二
、
矢
吹

の
舘
跡

五
六

三
、
矢
吹

の
板
碑

六
六

鎌
倉
時
代
の
板
碑

六七

南
北
朝
時
代
の
板
碑

六九

室
町
時
代
の
板
碑

六九

四
、
伝
説

の
な

か

の
矢

吹

七
〇

近

世

七
五

近
世

の
矢
吹

七
六

一
、
会

津
領

時
代

の
矢

吹

七
七

二
、
白

河
藩

領
時
代

七
九

矢
吹

の
宿

八
八

阿
武

隈
川
通

船

九
五

三
、高

田
藩

・
幕
府

領
時

代

九
八

釜

子
陣
屋

・
浅
川

陣
屋

支
配

一〇
五

塙
陣

屋
支

配

一〇
七

四
、
旗
本

領
中
畑

陣
屋
支

配

一〇
八

五
、
矢
吹

の
村

々

一
一
四

六
、
矢
吹

の
社
寺

一
二
〇

七
、
近
世

の
文

芸

一
三
二

近

代

一
三
三

一、
明
治

・
大

正

の
矢

吹

一
三
四

戊
辰

の

つ
め
あ

と

一三
四

白
河

口

の
攻

防
戦

一三
五



御

一
新

一
三
七

白
河

県

と
矢
吹

の
村

々

一
三
八

文
明

開
化

一
四
三

馬
車

と
汽

車

一
四六

勧

業

の
あ

ゆ

み

一
四六

用
水

と
農

民

の
努
力

一
四
八

産

業

の
成

長

一
五
〇

岩

瀬
御

猟

場

一
五六

国

営
矢

吹

御
猟
場

一
五八

政

治

の
動

き

一六
〇

矢

吹

の
町

村
沿
革

と
町
村

長

一六
二

明
治

・
大

正

の
官
公
所

一六
六

戦

争

と
民

衆

一六
七

学

校

の
う

つ
り
か
わ

り

一七
〇

大

正
デ

モ
ク
ラ

シ
ー

一七
四

明
治

・
大

正
の
文
芸

一七
六

明
治

・
大

正
の

ス
ポ

ー

ツ

一七
八

二
、
昭
和

は
じ

め

の
矢
吹

一七
九

農

村

の
恐
慌

一七
九

行

政

の
推
移

一八
一

矢

吹

ガ
原
開

拓

一八
三

戦

時
体

制

下
の
矢
吹

一八
六

戦

中

の
生
活

一八
九

昭
和

（
戦

前

）
の
文
芸

一九
三

昭
和

（
戦

前

）
の

ス
ポ
ー

ツ

一九
四

三
、
昭
和

（
戦
後

）
の
矢

吹

一九
五

戦
後

の
混
乱

一九
五

戦
後

の
復
興

一九
五

羽
鳥

用

水
と
矢

吹
ガ
原

一九
八

戦
後

の
矢

吹

ガ
原
開
拓

二
〇
〇

農
業

協

同
組
合

の
設
立

二
〇
二

四
、
ゆ
た

か
な

町
づ
く

り

へ
の
出

発

二
〇
四

町
村

合
併

へ
の
う

ご
き

二
〇
四

合
併
後

の
う

ご
き

二
〇
五

農
業

の
変
容

二〇
八

高
度
経

済
成

長

下
の
矢
吹

二
一三

五
、
さ
わ
や

か
な

田
園
都
市

づ
く

り

へ
の
出
発

二
一五

戦
後
矢

吹

の
世
相

二
一九

社
会
教

育

二
二
一

昭
和

（戦

後

）
の
文

芸

二
二
三

昭
和

（戦

後

）
の
ス
ポ
ー

ツ

二
二
八

自

然

二
三
〇

気

候

二
三
〇

動
物

・
植

物

二
三
一

別

編

二
三
五

庶

民
の
く

ら
し

と
変
化

二
三
五

民

具

二
三
六

笠

二
三
七

民
家

二
三
八

は
き
も

の

二
三
九

耕
作

図
屏

風

二
四
〇

農

具

二
四
一

養
蚕

二
四
三

交

易
用
具

二
四
五

酒

二
四
六

手
仕

事

二
四
七

薬

二
四九

暦

二
五
〇

絵

紙

二
五
一

交
通

二
五
三

民
俗

芸
能

二
五
五

石
仏

二
五
六

馬

の
信
仰

二
五
八

民
間

信
仰

二
五
九



追

補

さ
わ

や
か
な

田
園
都

市
づ

く
り

（
二
十

一
世
紀

を

め
ざ
し

て

）

二
六
一

幼

稚
園

二
六
二

小
学

校

・
中

学
校

二
六
三

高
等

学
校

・
県
農

業
経

営
大
学

校

・
保
育

園

二
六
四

集
会

・
福
祉

施
設

二
六
五

人

口
構
成

二
六
九

病
院

・
郵
便

局

・
警

察
署

二
七
〇

公
園

の
建
設

と
整
備

二
七
一

出
版

・
文
化

・
生
活

二七
三

町
文
化

財

二七
九

台
風

１０
号
に
よ

る
集
中

豪

雨

二
八
三

さ

わ
や
か

田
園
都
市

を

め
ざ
し

て

二
八
四

町
内

製
造
事

業
所

一
覧

二
八
五

現
職

町
議
会

議
員

一
覧

二
八
六

歴
代

町
長

・
助
役

・
収

入
役

二
八
七

歴
代

教
育
長

・
町
議

会
議

長

二
八
八

矢
吹
町
内
新
旧
字
名
対
照

一
覧

「
目

で
見

る
矢
吹

町
史

」
関
係

者

（初

版

）

（
改
訂

版
）

考
古

・
歴
史
年

表



矢 吹 町 民 憲 章(昭 和58年11月3日制定)

前 文

わた くしたち は、 自治 をにな う町民 と しての 自覚 にた ち、先 人の

ひ らい た郷 土 を愛 し、活 力 に満 ちた さわや かな田 園都市 づ くりを も

とめ て、 この町 民憲 章 を定め ます。

本 文

1、 勤 労 にいそ しみ、 創意 をいか し、力 あふれ る豊 かな まち をつ くります 。

1、 手 をつ な ぎ、 心ふ れ あ う安 らぎのあ る まちをつ くります。

1、 健 全な 人づ くりをめ ざ し、希望 にみ ちた明 るい まち をつ くります 。

1、 自然 を愛 し、調 和 の とれ た さわや かな まち をつ くります 。

1、 歴 史を大切 に し、 ふ くよか な文化 の香 り高 い まちをつ くります。

厘 璋1　 　 立　 8年11月3日)庁　

矢 吹の 「矢」 を図案 化 した

もので 、原図 は仲 西保蔵 氏

の 考案に よる。

(昭 和43年5月1日 制 定)

㌧ ,脳 鋒 ら毒 姦倒 惑ぐτ尉
町の 木

あ か まつ(マ ツ科)→

町の 花(昭 和49年7月26日 制 定)

↓しゅん らん(ラ ン科)

鞭 爾 胤



日

詞

曲

3

作

作

囲

清

子

年

一
英

　肪

藤

橋

禾昭

伊

高
町民の歌
」=100く らい あか るく たの しく

ミ
　 町

民
の
歌

「

 

二

、

一
二
、

作
詞

伊
藤

一
清

作
曲

高
橋

英
子

那
須
の
山
な
み

雲
流
れ

矢
吹

ヶ
原

の

朝
ぼ
ら
け

羽
鳥
の
水
の

せ
せ
ら
ぎ
に

自
然
の
恵
み

限
り
な
し

田
園
の
町

あ

・
矢
吹

し
ょ
う
も
ん

ゆ
か
り
は
遠
く

縄
文

の

せ
ん

じ

ん

先
人
住
み
し

花

の
里

せ
ん

こ

い

ぶ

千
古

の
息

吹
き

新

し
く

い
ま

み
ち

の
く

に

こ
だ
ま

す

る

ふ

る
さ

と

の
町

あ

・
矢

吹

ひ
ら

お

お

い
け

道
は
拓
け
ん

大
池

の

み

な

も

水
面
に
映

ゆ
る

赤
松
よ

こ
こ
に
集

い
し

よ
き
人
の

熱
き
血
潮
に

力
あ
り

若

い
力

の

あ

・
矢
吹

II纏鵜 繊
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二

、

三
、

四
、

五
、

中

畑

小

唄

作
詞

星

「

朔

作
曲

ハ
ア
泉
里
辺
の
あ
ね
さ
ん
か
ぶ
り

と
け
し
前
髪
の
水
鏡

土
手
に
れ
ん
げ
の
花
が
咲
く

キ
ラ
シ
オ
イ
デ
ヨ
中
畑
ヘ

ハ
ア
タ
日
う
す
れ
る
菜
の
花
畠

そ
よ
吹
き
や
黄
金
の
波
を
う

つ

朧
月
夜
に
蝶
が
飛
ぷ

キ
ラ
シ
オ
イ
デ
ヨ
中
畑
へ

あ
や
め
花
咲
く
五
月
も
晴
れ
て

若
い
花
嫁
田
植
す
る

広

い
耕
土
は
青
畳

キ
ラ
シ
オ
イ
デ
ヨ
中
畑
ヘ

ハ
ア
那
須
の
山
か
ら
粉
雪
と
べ
ば

家
に
ぽ
つ
ち
の
垣
作
る

寒
い
北
風
ど
こ
を
吹
く

キ
ラ
シ
オ
イ
デ
ヨ
中
畑

ヘ

ハ
ア
村
は
よ
い
村
人
情
も
厚

い

や
が
て
明
か
る
い
模
範
村

村

の
役
場
は
西
洋
館

キ
ラ
シ
オ
イ
デ
ヨ
中
畑

へ

.

一一一
神

音

頭

振 作 作

付 曲 詞

 

、
さ
あ
さ
来
な
ん
し
ょ

音
に
聞
え
た

昔
な
が
ら
の
米
ど
こ
ろ

中
丸

人
山

朝
霧

こ
め
て
よ

馬
の
背
中
を

お
く
に
自
慢
の
駄
が
だ11
く

.二
神
耕
土
の

田
並
を
ご
ら
ん
よ

三
、
郡
で
模
範
じ
ゃ

村
の
自
慢
だ

産
神
だ

奥
州
白
河
十
万
石
の
よ

四
、
お
扶
持
捧
げ
た
お
ら
が
祖
先
の
血
を
生
か
せ

阿
武
隈
川
原
の

　
本
野
菊
よ

五
、
誰
を
待
つ
や
ら

月
に
ぬ
れ
て
る
初
姿

佐

藤

初

二

郎

山

口

哲

夫

岩

谷

ツ

ネ

r

一二
神
の
郷

へ
よ

=

 

二
、

三

、

艸
囎
畑
は
地
つ
づ
き

丘
の
向
う
に

の
び
る
中
畑

み
ん
な
の
村
よ

畑
は
地
つ
づ
き

村
の
中
に
は

の
び
る
中
畑

み
ん
な
の
村
よ

沼
は
さ
ざ
な
み

若
い
者
に
は

の
び
る
中
畑

み
ん
な
の
村
よ

気
持

一
つ
に

菱

沼

達

也

作
詞

ご
と
う
ゆ
た
か

作
曲

中

潟

泰

雄

振
付

水

戸

米

子

畑
が
の
び
る

ヨ
ィ
¢

の
び
る
中
畑

ソ
ウ
ダ
く

ひ
の
ひ
か
リ

稲
穂
が
の
び
る

ヨ
ィ
信

の
び
る
中
畑

ソ
ウ
ダ
く

ひ
の
ひ
か
り

希
望
が
の
び
る

ヨ
ィ
化

の
び
る
中
畑

ソ
ウ
ダ
く

ひ
の
ひ
か
リ

野木杏青
古関裕而

作詞
作曲

 

日1昭和27年10月

　一はな のふ 一一ぷ 一き 一一 一 に ゃが ら を ふ いた ネ ソレ サノセ
　ヤ レ コ ノ セ

 

ちや ぶ き の ま

 

はちまはちま

矢

吹

音

頭

「

編
集
・指
揮

演

奏

う

た

小

堀

浩

之

三
鷹
市
管
弦
楽
団

矢
吹
音
頭
保
存
会

花
の
吹
雪
に

矢
柄
を
茸

い
た
ネ

ソ
レ

サ
ノ
セ

な
ご

名
残
り
と
ど
め
て

栄
え
ゆ
く

町
は
ま
ち
は
矢
吹
の
ま
ち

ヤ
レ
コ
ノ
セ

とり

二
、
羽

鳥
ダ
ム

か
ら

ミ

来
る
水
い
と
し
ネ

ソ
レ

サ
ノ
セ

すそ

早
苗
と
る
娘
の

裾
ぬ
ら
す

ダ
ム
は
ダ
ム
は
日
本

一

ヤ
レ
コ
ノ
セ

こ
け
苔

の
ま

ん
だ
ら

観

音
さ
ま
も

ネ

ソ
レ

サ

ノ
セ

咲

い
た
き
き

ょ
う
も

岩

の
上

数

は
数
は
三
を

...

ヤ

レ
コ
ノ
セ

四
、
あ
ゆ
り
沼
な
ら

三
日
月
さ
ま
も
ネ

ソ
レ

サ
ノ
セ

お
化
粧
ど
こ
ろ
の

水
鏡

鳴
く
は
鳴
く
は
鈴
ふ
る
虫

.捉
、

む
か
し
松
原

ヤ

レ
コ
ノ

セ

か
でユ

萱

山

の
し

ぐ
れ
ネ

ソ
レ

サ
ノ
セ

今
は
実
り
の

矢
吹
原

こ
こ
は
こ
こ
は
輝
や
く
町

ヤ
レ

コ
ノ
セ



監修 福島大学教授 小 林 清 治
文化センター 宗 像 喜代次

編集/発 行 矢 吹 町
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発

刊

に

あ

た

っ
て

矢
吹
町
長

仲

西

藤

次

町
を
訪
れ

る
人

か
ら
矢
吹

の
由
来

に

つ
い
て
尋

ね

ら
れ

る
が
、
子
供

心

に
聞

か
さ

れ
て

い
る

こ
と

は

「
昔
、

八
幡

太
郎
義

家

が
奥

州
入
り

の
時

、

弓

の
矢
柄

で
八

幡
神
社

の
祠

の
屋
根

を
葺

い
た
」

つ
ま

り
矢

葺

が
矢
吹

に
な

っ
た
と

い
う

程
度

の
答

え
を

し

て

い
た
に
す

ぎ

な

か

っ
た
。

昭
和

四
十
八

年

、
東
北

の
夜

明
け

を
告

げ
る
東
北

縦
貫
道

路

が

一
部

開
通

し
、

わ

が
町
に
も

イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
が

で
き
る

こ
と

に
な

っ
た
。

町

で
は
こ

の
機

会

に
将
来

の
発
展

策
と

し

て
、
「
さ
わ
や
か
な

田
園
都

市
」
造

り
を
目

標
に

「矢

吹
町

振
興
計

画

書
」

を
策
定

し

た

が
、
そ

の
際

論
議

さ

れ
た

こ
と
は
、

わ
が

町
は
、

ど

の
よ
う

な
経
過

を
辿

っ
て
発

展
し

て
き

た

か
を
解
明

す

る
必
要

が
あ

る

と

い
う

こ
と

で
あ

っ
た
。

同
時

に
昭

和

四
十

八
年

と

い
う
年

は
、
わ

が
町
に
社

会
学

勉
強

の
場
と

し

て
中
央

公
民
館

が
完

成
し

、
郷
土

史
研

究

の
気
運

が
盛

り
上

が

っ
て
き

た
。
ま

た
、

こ
れ

と
は
別

に
昭
和

四
十

五
年
度

か
ら

、
中

畑
地
区

に

お
け

る
泉

川
改

修
工

事

に
伴
な

う
約

四

〇
〇

ヘ
ク
タ

ー

ル

の
農
地
基
盤

整

備
事
業

の
途
上

、
幾

多

の
貴
重

な
考
古

資
料

が
発

掘

さ
れ

た
が
、

こ
れ
ら

の
発
掘

に
よ
り

考
古

学
研
究
家

の
中

か
ら
も
、

郷
土

の
歴
史

を
解

明
し

よ
う

と
す
る
気

運

が
盛

り
上

が

っ
て
き
た
。

以

上

の
よ
う

な

こ
と
が
重
な

っ
て
、
町
史

編
纂

の
発
想

と

な
り
、
町

政
施
行

七

十
五
年

、

一
町

二
ヵ
村

(
旧
矢
吹

町
、

中
畑

村

、

三
神

村
、

旧

広
戸
村

柿
之
内

地
区

)
合
併

二
十

年
を
記

念

し
、
編
纂

を
行

な

う

こ
と
に
な

っ
た
。

計
画

と
し

て

は
初
年
度

『目

で
見
る
矢
吹

町

史
』

】
巻
、

二
年

度
以

降

に
資

料
編

並

び
に
通
史
編

を
発

刊

す
る
予

定

で
あ
る
。

編
輯

に
あ
た

っ
て

は
、
監
修

者

と

し
て
福
大

教
授
小

林
清

治
先

生
、
県

文
化

セ
ン
タ

ー

の
宗
像

喜
代

次
先
生

外
別

項

の
編

纂

協
力
者

名
簿

の
通

り
、
町
内
外

七

〇
〇

名
以
上

の
御
協

賛

を
頂

き
深

く
感
謝

申

し
上

げ
る
と
共

に
、
次
巻

の
資
料

編

の
発
刊

を
計

画

し
て
い
る
の
で

引

き
続

い
て
資
料

の
提

供
等

に
御

援
助

を
重

ね
て
お
願

い
申

し
上

げ
ま
す
。

,
♪

鶴

郵
顯

駄

撮

藁

∂矯

輪
継

魅
蕪
膿

き

た
し

た
年

で
あ

る
が

、
町

で
は
、
町
始

ま

っ
て
以
来

の
中
層

五
階

建

の
公
営
住

宅

が
建

て

ら

れ
、
三
階
建

の
役

場
庁

舎
も
着

工
さ

れ

た
年

で
あ
る
。

終

り
に
、
本

書

の
刊
行

が
、

い
さ
さ

か
な

り
と
も

明

日

の
矢

吹
町
発

展

の
糧
と

な

れ
ば
幸

、%

と
存
じ

ま
す
。



『
矢

吹

町

史

』
の

発

刊

に

よ

せ

て
矢
吹
町
教
育
長

小

林

重

孝

待

望

久

し
か

っ
た
町
史

の
編
纂

事

業

が
昭

和

四
十

八
年

一
月

、

編
纂

委
貝
会

の
発

足

と
共

に
開
始

し
、

あ

れ
か
ら
約

二
年

、

来
春

に
は
そ

の
第

一
巻

と
も
見

ら

れ
る

『目

で
見

る
矢

吹
町
史
』
の
発

刊

の
運

び
と
な

っ
た
こ
と
は
、
ま

こ
と

に
喜

ば

し

い
限

り

で

あ

り
ま

す
。

温
故
知
新

と

は
、

よ

く
言

わ

れ
る

こ
と

で
す
が
、

わ

が
矢
吹

町
は
歴

史

的

に
見
て
決

し

て
、

は
な

ぱ
な
し

い
目
立

っ
た
も

の
と
し

て
は
何
も

な
く

、

い
わ
ば

ご
く
平

凡

な
庶
民

の
町

で
あ
り
ま
す

の
で
、
事

務
局

と
し

て
は
最

初

か
ら
資

料

の
発

掘

.
調
査

に
明

け
暮

れ

た
次

第

で
あ

り
ま
し

た
。

し

か
し

丁
度

、
東
北
占ロ同
速
道

の
工
事

や
、
泉

川

河
川
改
修

に
伴

な

う
中
畑
地

区

の
圃
場
整
備

に

よ

っ
て
、
古

墳

や
古

代

の
住

居

趾
、

中

世

の
舘

跡
等

の
発
掘

調
査

が
比
較

的
好

都

合

で
も

あ

り
ま

し
た
。
ま

た
監

修

に
当

ら
れ

た
先

生

方

は
斯
界

の
権
威
者

で
あ
快

執

筆

さ
れ
た
専
門
委

員

の
方

々
や
大

事

な
資

料

の
提
供

に
御
協

力
下
さ

っ
た
地

域

の
方

々
に
は
大
変

御
世

話

に
な

り
ま

し

た
。

そ

の
お

か
げ

で
、
長

い
間
眠

っ
て

い
た
矢

吹

の
姿
が
浮

彫

り

と
な

っ
て
現

わ

れ

る
に
至

っ
た

こ
と

は
、

ま

こ
と

に
意

義

深

い
こ
と
と

言
わ

な
け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん
。

思

え

ば
遠

い
原
始

.
古
代

を
経

て
今

日
に
至

る

ま

で
、
わ
が
祖

先

の
努
力

と
そ

の
忍
耐

の
連
続

に
は
只

々
感

謝

と
尊
敬

の
念

を
新

た

に
す

る
も

の
で
あ
り

ま
す
。

そ

の
意

味

で
も

、
貴
重

な
文

化
遺

産
を
大

事

に
保

存
し

、
発
展

さ

せ

て
次

代

に
引
き
継

ぐ

責

任

が
あ
る

わ

け

で
あ

り
ま
す

。

艦

瞭

蘇
羅
繰
[　慰
謙
灘

,
、

さ

れ
る
資
料

.
通
史
編

の
編
纂

事

業

に
何

牛
御
協

力

下

さ

い
ま
す

よ

う
心

か
ら
念
願

い
た
し

ま
し

て
挨

拶

と

い
た
し
ま

す
。



『
目

で

見

る

町

史

』
発

刊

に

際

し

て

矢

吹
町
議

会
議

.長

井
戸
沼

俊

頴

人
間

の
成

長

に
も
歴

史

か
あ

り
ま
す
。

生

ま

れ

た
と
き

か
ら
死

ん

で
ゆ
く

ま

で

の
段

階

は
そ

れ
ぐ

法

則
的

に
発

展

し

て
ゆ

き

ま
す
。

一
八

の
人

間

で
さ
え

そ

う
な

の
だ
か

ら
、
社

会

の
発
展

に

つ
い
て
は
な

お

さ
ら

の

こ
と
で
す
。

原
始

・
古

代

・
中
世

・
近

世

・
現
代

と
区

別

さ

れ
る
。

ま

た
、

別

な

こ
と

ば

で
言

え
ば
、

奴
隷
社

会

・
封
建

社
会

・
資

本
主

義

社
会

と

い
う

よ
う

に
、

一
つ
の
歴
史
的

段
階

か
ら
次

の
段
階

に
発

展

し
ま
す
。

私

た

ち

の
祖
先

は

、
そ

れ
ゐ
＼

の
時

代
的

背

景

の
中

で
多

く

の
苦
難

と
戦

っ
て
き

ま
し

た
。
幾

千
年

の
歳
月

を

経

て
、
今

日

の
生

活

・
文

化

の
基
礎

か
築

か
れ

て
き

た

の
で

あ

り
ま
す
。

私

た
ち

は
、

今

の
生

活
を

知

る

た
め
に

は
ど

う
し

て
も
祖
先

の
足
跡

を
実
証

的

に
知

る

こ
と

が
必
要

で
あ

り
ま
す
。

そ

れ

は
、

今

の
生

活

が

こ
れ

か
ら
ど

の
よ

う

に
発

展

し

て
ゆ
く

の
か
を

知

る
た

め
に

は
、
さ

け

て
通

る
こ
と

の

で
き
な

い
問
題

で
あ

る

か

ら

で
あ
り

ま
す
。

今
度

発
刊

さ

れ

る

『
目

で
見

る
町
史

』

は
、

余
す

と

こ
ろ
な
く

実
証

的

に
私
た

ち
町

民

に

「歴
史

」
を

提
供

し

「歴

史

」
を

考

え
さ
せ

る
唯

一
の
参

考
書

に
な

る
こ
と

で
し

ょ
う
。

町
史
編
纂

委
員

会

が
あ
ら

ゆ

る
困
難

を
克
服

し
、

町
民

の
足

の
入

れ

る

こ
と

の
で
き

な

い
、
未

踏

の
分

野
を

解
明

し

て
く

れ
た
そ

の
努
力

に
心

か

ら
敬
意

を
表

し
ま

、

タ

ゼ

に
ゴ

つ
の
妻

と

い
う

の
は
、

た

い

へ
ん
な
年

月
を
費

す
も

の
た
な
あ

と
、

つ
く

ゆ
、

p

藤

鳳

つ
く
感

じ
ま

す
。

昭
和

二
十
七

年
地

域

に
文
化

財
保
護

条
例

が
生

ま

れ

て
、

町
史

編
纂

の
第

一
号

が
生

ま

れ

る
ま

で
約

二
十

余
年

、
そ

れ
ま

で
数

々
の
調

査
資

料
保

存

に
努

力

し
て

き
た

先
輩

関
係

者

の
み
な
さ
ま

に
、

心

か
ら

「御

苦

労
さ

ま
」

と
申

し
上
げ

た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
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